
 

令和 8年度 第１回地域連携推進会議 

 

事業所名 サポートセンターゆうあい 

サービス種類 共同生活援助 

開催日時 2026 年 5 月 23 日（土） 13：30～15：30 

開催場所 はまだホーム 101 号室（共同部屋） 

出席者 

（計 9 名） 

広野町民生委員協議会 民生委員 1 名 

広野町社会福祉協議会 福祉活動専門員 1 名 

広野町健康福祉課 主査 1 名 

利用者家族 1 名   利用者 1 名 

当事業所：所長 1 名、サービス管理責任者 1 名 

     相談支援専門員 1 名    

議題内容・挨拶 1. 開会あいさつ 

2. 委嘱状交付 

3. 出席者紹介 

4. 当法人及び当事業所の概要・運営方針について 

5. 当事業所の運営及び利用者状況について 

6. 利用者の権利擁護について 

7. 地域での活動について 

8. 防災訓練について 

9. ご質問・ご要望・ご助言 

10. はまだホーム見学 

11. 閉会あいさつ 

目的 地域連携推進会議を開催し、地域と事業所が連携することにより、

利用者と地域の関係づくり、地域の人への事業所や利用者に関する

理解の促進、事業所やサービスの透明性と質の確保、利用者の権利

擁護を進めていくことを目的とする。 

 

当法人及び当事業

所の概要・運営方

針について 

〇社会福祉法人友愛会の沿革・概要 

 ～法人の沿革と概要～ 

・平成２年５月に社会福祉法人友愛会が福島県双葉郡富岡町で設

立。 

・東日本大震災により群馬県へ避難後、平成２８年４月に広野町へ

帰還し事業を再開。 



・令和７年度４月、富岡町に「アグリパークとみおか」を開設。 

・現在の体制：入所施設１、通所事業所２、グループホーム６、相

談支援事業所１、利用者１３４名、職員７０名。 

 

当事業所の運営及

び利用者状況 

 ～サポートセンターゆうあい概要～ 

・震災後、広野町で５棟を再開し、現在は６ホーム（定員３５名）

で３０名が入居中。 

・令和８年度 サポートセンターゆうあい事業計画重点目標 

⑴意思決定と権利擁護の取り組みを強化します。 

⑵利用者一人ひとりのニーズに対応したサービスを提供します。 

⑶地域での生活を支援します。 

 

 ～運営状況～ 

・利用者構成：知的・身体・精神障害のある方が対象。 

 利用者は 30 名（男性 20、女性 10） 

 平均年齢 53.5 歳 

・高齢化対応：昨年度、高齢化や ADL 低下により２名が介護保険

施設へ転居。誤嚥・詰まりへの配慮や見守りを強化。 

・体験利用：昨年度は３名が利用。延べ利用日数 35日間利用。 

・医療連携：協力医や遠方の病院への通院同行、総合健診、予防接

種などを実施。 

・金銭管理：規定に基づき、医療費支払いやお小遣い管理を支援。 

・事故・ヒヤリハット：昨年度は事故 4 件、ヒヤリハット 48 件。

服薬関連が最多で、連絡ミスなども発生。事業所内で連携し再発

防止に取り組む。 

 

利用者の権利擁護

に関わる報告 

・本人の意思を尊重し、サービス選択や日常の選択を支援。 

・法人全体で虐待防止研修・委員会を実施。 

・成年後見制度利用者は 3名で、新たに 2名が申立てを進行中。 

・身体拘束該当者はおらず、適正化委員会で未然防止に努める。 

 

地域での活動状況 ・3B 体操、町のイベント（花いっぱい運動、祭り等）、プロレス観

戦、映画鑑賞など多様な活動に参加。 

・「まちなかマルシェ」に参加予定。 

・利用者の高齢化に伴い、外出時の班編成を拡大。 

・地域ボランティア（ふたば未来学園の学生など）との連携再会を

希望。 



・日帰り旅行（果物狩り、水族館、動物園、ROUND1）を計画。 

・本人活動の会ぴいすでは花見、BBQ、流しそうめんなどを計画。 

 

防災訓練 防災訓練：津波、地震、行方不明者捜索、原子力災害などを想定し

た訓練を定期的に実施。災害時は法人が一丸となって対

応する体制。 

安全設備：警備会社との連携、IH コンロ、消化器、スプリンクラ

ー、AED（3 ホーム設置）などを整備。令和 7 年度から

見守りを全体設置。 

BCP：感染症発生時にも事業が停止しないよう計画を策定済み。 

 

ご質問・ご要望・

ご助言 

 ～親亡き後の支援～ 

・保護者から最も心配な点として挙げられた。社会福祉協議会で身 

元保証などの支援を検討中であり、情報共有と連携強化の必要性 

が指摘された。 

 ～65歳の壁問題～ 

・障害福祉サービスから介護保険サービスへの移行に伴う課題（本

人の負担増、環境不適応など）が議論され、行政を交えた連携と

人権を優先した対応の重要性が確認された。 

 ～成年後見人制度～ 

・制度改正の話題と共に、保護者から学習会の再開催要望があり、

法人内で検討する方針が示された。 

 ～情報発信～ 

・友愛会ブログがリニューアルし、生活の様子などをアップしてい

る。生活・余暇の様子が確認できること共有された。 

 

はまだホーム見学 ・リビング内、空き部屋見学実施。 

 


